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D i s c o v e r  O s a k i

お・ら・ほ・の・ま・ち地域発

自分の住む地域を「おらほ」というと、親しみや愛着を感じませんか。

おらほの地域づくり、おらほの隠れた名所、おらほのおいしい特産

品、おらほの伝統のまつり、おらほのイベント・・・。

そんな、愛してやまない「おらほの地域」を発信します。

被災地支援のため大崎

市民病院からＤ
デ ィ ー マ ッ ト

ＭＡＴが

派遣されました

　4月16日～20日、厚生労働省

の要請を受け、大崎市民病院か

ら医師1人、看護師2人、診療放射

線技師1人、薬剤師1人からなる

Ｄ
デ ィ ー マ ッ ト

ＭＡＴが被災地に派遣されま

した。ＤＭＡＴは、災害急性期に活

動する機動性を備え、トレーニン

グ受けた医療チームのことで、現

地では、本市と交流がある大分県

竹田市周辺の医療機関で、支援活

動などに当たりました。

 

2016

にぎわいある城山へ復活の第一歩
　4 月16日、「城山公園さくら復活プロジェクト

～未来のためのお花見～岩出山さくら祭り」が、

岩出山地域の城山公園で開催されました。例年の

倍以上の人出で、いつもは閑静な公園に賑やかさ

があふれました。

　岩出山地域のにぎわい創出のため城山公園を

核にした地域づくりを行おうと、次代を担う若手

の皆さんが中心となって約9ヵ月間、話し合いや

準備を重ねてきました。

　オープニングセレモ

ニーとして行われた桜

の植樹式で、プロジェ

クト代表の早坂正年さ

んは「最終的に臥牛城

を建てることが目標。

今日ようやく1本の桜

が植樹できた。この植

樹式に立ち会った皆さ

んが、誇りに思えるプ

ロジェクトにしていき

たい」と思いのたけを

話していました。

市誕生10周年を記念して桜を植樹
　4月2日、化女沼湖畔で大崎市の10周年記念冠

事業第1号となる「大崎市誕生10周年記念桜植樹

式」が行われ、参加した70人の皆さんが50本の桜

の苗木を植樹しました。

　植樹したのは「花笠」という八重桜で、ソメイヨ

シノが散った後に咲く、やや遅咲きの桜です。花

の色は濃く、傘状に枝を広げ樹高8m程に成長し

ます。

　主催した化女沼2000本桜の会の佐々木哲郎会

長は「桜の成長と共に、大崎市も発展してほしい」

と語っていました。

岩 出 山 発古 川 発

▲城山公園のシンボル政宗
公平和像の台座に投影され
た、プロジェクションマッ
ピング

▲街頭キャンペーンで通勤中のド

ライバーに交通安全を呼びかけま

した

107年続く伝統の市  鹿島台互市
　4月10日～12日、鹿島台互市が開催され、約8万

人の人々が鹿島台地域を訪れました。

　鹿島台互市は、明治43年に当時の鎌田三之助鹿

島台村長が、村で生産した農作物や加工品と、村

外の物産を互いに売り買いするための市として

開設しました。現在では、東北最大の互市として

200店を超える露店が立ち並びます。

　普段は閑静な小路に人波ができ、露店からの元

気な声が飛び交う活気に満ちたさまは、鹿島台地

域の長年に渡る伝統と文化を感じさせます。

▲道路を埋め尽くすほどの人出がある東北最大級の互市
「鹿島台互市」。店主との会話や情報交換も魅力のひとつ
です

▲「大きく育つように」と願いながら、一本一本丁寧
に植樹していました

鹿 島 台 発


